
3市 1町自立支援協議会 相談支援部会 会議録（案） 

 

令和 4年 8月 2日（火）10時～ 

大和高田市役所 5階会議室 

記録者：生活支援センターなっつ具志堅 

 

 

出席者：中和圏域マネージャー阪本、奈良県手をつなぐ育成会木村、葛城市社会福祉協議会高橋、生活支 

援センターなっつ具志堅、相談支援センターふわら秋本、香芝市社会福祉協議会江口、青垣園矢 

部、生活支援センターもちつもたれつ大竹、まんだらトポス岸、葛城育成会小島、大和高田市社 

会福祉課土橋、香芝市社会福祉課大西、葛城市社会福祉課岡田、室田、広陵町社会福祉課岸本、 

佐師（敬称略） 

欠席者：しぇ～く 

 

 

（内容） 

① 各市の連絡会の取り組み、進捗 

（大和高田市）10月に行う研修について準備中。「精神障害のある方への支援について」「計画相談支援 

とは・行政説明」を予定している。他、ケースの困りごとなど共有。市内の特定相談支援事業所を対象 

予定。 

（葛城市）7/26の介護支援についての勉強会がコロナウイルス感染拡大のため延期になった。日時は未 

定。 



（広陵町）上半期と下半期予定。上半期は 9月予定で、内容は検討中。 

（香芝市）年 2回を予定。1回目は 9月ごろ予定。内容は未定。 

 

 

② 資源の情報集めについて 

事業所情報の整理について、前回配布した整理表の使用も可能。事業所紹介については、ブログ作成をアカデミアに依

頼している分で、今後、3 市 1 町内の事業所の情報を集約したいと考えている。事業所の基礎情報だけでなく、例えば

作業内容なども含めて、どこまで情報を乗せるのか検討していきたい。今後も、進捗報告していく（運営委員会より）。 

 

 

③ 研修について 

前回、いろいろなテーマや課題があがった。委託相談支援のあり方や特定相談支援の底上げになるようなことがいいので

はないか。 

（意見交換） 

・委託と特定の違いがわかりにくい。事業所や住民にもわかってもらえるようにしたい。 

・委託と特定の整理ができたら。 

・包括的な関わりが必要なケースが多く、社協とつながりが必要。 

・委託から、特定、その他の相談など事業所や住民にフローチャートのようなわかりやすいツールがあっ 

たらいい。 

・児童の場合では、兄弟を含めた相談が多い。委託で担うのかどうか迷うこと多い。 

・（香芝市）窓口に来たら、聞き取りを行い、サービス利用のときは特定に相談している。他にも問題が 



ありそうなときは委託へ相談している。 

・（広陵町）サービスにつながるのであれば特定へ。それ以外は、委託へ。地域の多機関の協力が必要な 

ときは委託へ相談している。 

・主任専門相談員研修について、行政から推薦しお願いするのか、事業所に手を挙げてもらうのか他の市 

町村はどうか知りたい。 

・（葛城市）サービスにつながるときは特定へ。それ以外は委託へ相談している。今後のために委託につ 

なげておく方がいい、見守りが必要と言う場合は委託へ相談している。 

・（高田市）フローチャートを使って説明している。どこに相談させてもらったほうがいいか、課内で相 

談して委託へお願いすることもある。 

・主任専門相談員研修については、募集は 9月、実施は 12月～1月、委託相談であることが要件。市町 

村で推薦していく。 

・国の方針では、今後数年以内で基幹型の設置を義務にしていくだろう。市町村単独なのか 3市 1町で 

基幹型を設置するのか、考えていかざるを得ないのでは。イメージを持つことから始める必要があるの 

で、基幹型を運用している自治体を呼ぶのはどうか。 

 

（まとめ）行政と事業所で煮詰めていく必要がある。その後、整理して運用していけたらいい。コロナ禍が続くが、必要に

応じてオンライン研修も想定内にしていく。次回の相談部会で、研修内容をどうするか決定していく。 

 

 

④ その他、ケース検討や困難事例、質問など。 

・圏域内にできている、新しいグループホームの共有 



・居宅介護支援事業所不足、特に通院の支援 

・成年後見制度で、市町村申し立てが活用できる要件について 

・新規立ち上げのグループホームの見学について 

・アルコール依存症への支援について 

・高齢の母親と当事者世帯への介入、支援について 

・児童の支援で、母親自身がしんどくなるケース。 

・行動援護支援を受けてくれるところが見つからず、圏域を越えて探すケース。 

・不登校児童への対応 

 

（まとめ）こういう場だからこそ、吐き出せる。地域で支えるための情報共有の場になっている。アイデアもらうこともできる

し、共通する課題は研修につなげることもできる。 

⑤ その他 

・会議の記録について⇒その場で記録を依頼する。会議後 2週間以内に、部会長の阪本氏へメールで送 

信。部会長と会長で精査し、全体へ議事録を送信する（事務局大和高田市より）。 

・アカデミアさんから、今後部会や研修開催時に、取材に来てもらい、ブログに上げてもらうことになる。 

                                           以上 

 

 

次回部会開催：10/4（火）10時～ 大和高田市役所にて 


